
い
き
運
転
講
座
」
と
「
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ

イ
ブ
ス
ク
ー
ル
」
を
受
講
す
る
。

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
で
は
参
加
者

が
５
名
ず
つ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
進
行

役
と
し
て
各
グ
ル
ー
プ
に
埼
玉
普
及
ブ
ロ

ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
１
名
つ
い

た
。
最
初
は
「
交
通
脳
ト
レ
」。
脳
を
活

性
化
さ
せ
、
交
通
安
全
教
育
の
学
習
効
果

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
ま
ち
が
い
探
し

や
簡
単
な
計
算
問
題
に
取
り
組
む
。
そ
し

て
、
一
時
停
止
場
所
（
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
）
を
通
行
す
る
ク
ル
マ
を
撮
影
し
た

ビ
デ
オ
を
見
る
。
止
ま
れ
の
標
識
の
手
前

で
一
時
停
止
す
る
ク
ル
マ
は
１
台
も
い
な

い
。
一
時
停
止
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か
な
ど
、
参
加
者

同
士
で
話
し
合
い
、
事
故
防
止
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
運
転
を
す
べ
き
か
を
発
表
し

た
。「

停
止
線
の
手
前
で
止
ま
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
意
味
を
再
認
識
で
き
た
」「
出

会
い
頭
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ

か
っ
た
」
と
参
加
者
は
感

想
を
話
す
。

「
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ
イ
ブ

ス
ク
ー
ル
」
は
、
参
加
者

全
員
に
実
車
で
自
動
車
学

校
内
の
コ
ー
ス
を
走
行
し

て
も
ら
い
、
運
転
し
て
い

い
た
。

「
参
加
者
の

多
く
は
、
赴
任

が
き
っ
か
け
で

二
輪
免
許
を
取

得
し
た
方
々
で

す
。
ま
し
て
オ

フ
ロ
ー
ド
と
な

る
と
、
ま
っ
た

く
経
験
が
な
い
方
が
多
い
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
オ
フ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
自
分
で
操
っ
て
も
ら
い
、
し
っ
か

り
慣
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。
基
本
か
ら
み
っ
ち

り
学
ん
で
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
」

と
、
指
導
を
担
当
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
話
す
。

１
日
目
は
、
発
進
・
停
止
、
加
減
速
な
ど
、
バ
イ

ク
に
慣
れ
る
た
め
の
基
本
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
２

日
目
に
は
、
早
朝
か
ら
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
、
低
速
バ
ラ

ン
ス
、
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
が
、
現
地
で

は
ス
コ
ー
ル
で
ぬ
か
る
ん
だ
悪
路
を
走
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
参
加
者
は
雨
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、

悪
路
で
の
走
行
訓
練
を
熱
心
に
繰
り
返
し
て
い
た
。

研
修
中
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
何
度
も
、
外
国

の
交
通
規
則
や
マ
ナ
ー
が
日
本
と
異
な
る
こ
と
を
強

調
。
外
出
時
の
パ
ン
ク
へ
の
対
応
、
盗
難
よ
け
の
ロ

ッ
ク
の
か
け
方
、
最
低
限
の
工
具
で
の
修
理
方
法
な

ど
も
時
間
を
か
け
て
、
丁
寧
に
指
導
し
た
ほ
か
、

「
自
分
の
身
の
安
全
は
、
自
分
で
守
る
意
識
を
持
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
、
海
外
で
の
心
構
え
を
徹
底
し
て

呼
び
か
け
た
。

「
見
知
ら
ぬ
国
で
の
任
務
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、

彼
ら
は
や
が
て
悪
路
の
移
動
に
も
慣
れ
、
精
神
的
に

す
ご
く
逞
し
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
青
年
海
外

協
力
隊
の
事
業
は
、
日
本
の
若
者
が
海
外
に
貢
献
す

る
だ
け
で
な

く
、
彼
ら
自
身

が
成
長
す
る
場

で
も
あ
る
の
で

す
」
と
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
事
務
局
の

担
当
者
は
語
っ

て
い
た
。
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青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協
力
の
志
を
持
っ
た

日
本
の
若
者
を
開
発
途
上
国
に
派
遣
し
、
途
上
国
の

人
々
と
と
も
に
生
活
し
、
異
な
る
文
化
・
習
慣
に
溶

け
込
み
な
が
ら
現
地
に
貢
献
す
る
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
が
実
施
し
て
い
る

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
あ
る
。
長
・
短
期
派
遣

を
合
わ
せ
、
毎
年
１
５
０
０
〜
１
７
０
０
名
近
く
の

若
者
が
参
加
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
・
大

洋
州
・
中
近
東
の
国
々
に
赴
き
、
保
健
衛
生
、
教
育
、

農
林
水
産
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
任
務
に
あ

た
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
と
く
に
村
落
開
発
普
及
員
な
ど
の

任
務
で
活
動
す
る
隊
員
は
、
交
通
環
境
の
悪
い
農
村

部
で
の
任
務
と
な
る
た
め
、
移
動
は
ほ
と
ん
ど
二
輪

車
が
中
心
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
国
々
に

派
遣
さ
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
二
輪
車
の
運
転

が
必
須
条
件
。
し
か
も
多
く
の
場
合
、
現
地
で
は
オ

フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で
は
、
毎

年
数
回
に
わ
た
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
の
一
環
と
し

て
二
輪
車
安
全
運
転
研
修
を
実
施
。
こ
れ
か
ら
海
外

に
赴
任
す
る
若
者
を
対
象
に
、
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

の
運
転
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
４
月
26
日
、
27
日

に
開
催
さ
れ
た
同
研
修
に
は
、
７
名
の
若
者
が
参
加
。

２
日
間
に
わ
た
り
、
密
度

の
濃
い
研
修
が
行
わ
れ
て

7

現
場
訪
問

海
外
へ
赴
任
す
る
若
者
た
ち
に

安
全
運
転
の
ス
キ
ル
と
心
構
え
を
指
導

４
月
12
日
、
埼
玉
県
警
察
本
部
が
主
催

す
る
「
高
齢
者
い
き
い
き
運
転
講
座
」
が

埼
玉
県
自
動
車
学
校（
さ
い
た
ま
市
北
区
）

で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
の
事
故
防
止
を
目
的
に
「
い※
１

き
い
き
運

転
講
座
」
と
「
ホ※
２

ン
ダ
健
康
ド
ラ
イ
ブ
ス

ク
ー
ル
」
を
組
み
合
わ
せ
た
講
座
で
、
本

田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部

埼
玉
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
と
交
通
教
育
セ
ン
タ

ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
が
協
力
し
て
行
わ
れ

た
。
参
加
者
は
埼
玉
県
内
に
住
む
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
30
名
。
15
名
ず
つ
２
つ
の
班
に

分
か
れ
、
午
前
と
午
後
で
交
互
に
「
い
き

●
埼
玉
県
警
察
本
部
・
高
齢
者
い
き
い
き
運
転
講
座

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
運
転
を

見
つ
め
直
し
て
も
ら
う
た
め
の
講
座

「高齢者いきいき運転講座」には埼
玉県内に住む高齢ドライバー30名
が参加した

「いきいき運転講座」では参加者同士で活発
な意見交換が行われた

「Honda健康ドライブスクール」では実際に自分
の運転している映像を見ながら、参加者とイン
ストラクターが話し合う

雨でぬかるんだコースで悪路走行時の安全運転
技術を身につける

参加者はバイクのメンテナンス方法に
ついても学んだ

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

（SJクイズの解答：Q1①、Q2②、Q3②）

4月16日、経団連会館（東京都千代田区）
で、「平成21年度国際交通安全学会研究調
査報告会ならびに学会賞贈呈式」が開催さ
れた。
研究調査報告会は、平成21年度に成果が
明らかになった研究プロジェクトの中から
①「ドライバーの感情特性と運転行動への
影響～感情コントロールのための教育プロ
グラムの開発を目指して～」②「安全・快
適な都心歩行環境を支える駐車場のあり方
研究」③「生活道路の総合研究」④「安全
でエコなラウンドアバウトの実用展開に関
する研究」の4テーマが発表された。
①では、プロジェクトリーダーである小川
和久・東北工業大学教授らが「ストレス相
互作用モデル」を理論的背景として運転中
の感情経験に関する自己理解と対処法の学
習を目的とした教育プログラムを試作。そ
の内容と職業運転者を対象に教育を行って
得た効果が報告された。
また、31回目となる国際交通安全学会賞

（業績部門）は中日本高速道路（株）の「東
名高速地震被災から115時間での応急復旧
～駿河湾を震
源とする地震
災害への対応
～」が受賞し
た。

NEWS REVIEW
平成21年度国際交通安全学会
研究調査報告会ならびに
学会賞贈呈式

る
様
子
を
車
内
に
設
置
し
た
小
型
カ
メ
ラ

で
撮
影
。
教
室
に
戻
っ
て
、
レ
イ
ン
ボ
ー

埼
玉
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
撮
影
さ
れ

た
映
像
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加

者
に
自
分
の
運
転
の
問
題
点
に
気
づ
い
て

も
ら
う
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
そ
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
の
運
転

方
法
を
話
し
合
っ
た
。

「
自
分
が
運
転
し
て
い
る
映
像
を
見
る

と
、
一
時
停
止
し
た
つ
も
り
で
も
、
実
際

に
は
き
ち
ん
と
止
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
」
と
い
う
声
が
参
加
者

か
ら
聞
か
れ
た
。
参
加
者
に
と
っ
て
は
、

自
分
の
運
転
を
見
つ
め
直
す
有
意
義
な
１

日
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

※１いきいき運転講座＝一般社団法人 日本自
動車工業会が開発した高齢ドライバーのため
の交通安全教育プログラム。4つの「交通安
全トレーニング」と「交通脳トレ」を組み合わ
せ、効果的に安全運転能力、安全意識と脳機
能を高めることができる内容となっている。
詳細は以下ホームページを参照。
http://www.jama.or.jp

※2 Honda健康ドライブスクール＝少人数制の
高齢ドライバー用教育プログラム。自分の運
転行動を客観的に振り返る自己観察法が特
徴。自己観察法は東北工業大学の太田博雄教
授らが（財）国際交通安全学会などで研究成
果を報告している手法。自分の運転をビデオ
で録画して観察し、「我が身振り見て、我が
振り直す」手法である。具体的には交差点通
過や一時停止のあるコースを走行してもら
い、その運転行動をビデオで録画し、あとで
ビデオを見ながらインストラクターと受講者
がマンツーマンで振り返りを行う。
詳細は以下ホームページを参照。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/
senior-training/

パイロンスラロームや一本橋などの課題に取り組む参加者

TOPICS
★

学会賞贈呈式のもよう


